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(部 一 類 一 儀 一 招 一 例 )
京都大学人文科学研究所附属漢字情報研究センタ-
井 波 陵 -
綱部碍基本構成
[ - 記 事 (事 を 記 す - 事 柄 の 記 録 ) 史 部
E
軽 部 1 - 立 言 (言 を 立 つ - 学 説 の 主 張 ) 子 部
E
E - 詠 懐 (懐 を詠う-感情 の義 損 ) 集 群
軽 部
第 一 経 注 疏 禽 刻 類 セ ツ恥を芸なった経書を収める○
㌃ ∴ 易 類 露 も適職書等ある『易』､お よび 『易』 患三綱す る雷 を収めるo
･第 三 書 工 丑牽大臣の政治演説集である 『書 』b お よび 『蓄 』 暴言関す る書を版
め るo
第 囲 詣 類 歌集等ある 『詣』勺お よび 『詣』 を三開す る書 を収 め る○
圭 産 額 三薦 お よび三覆 審こ紺す る書 を収め る○
第 六 春 秋 顛 魯囲碍隼縄記 各這孔子が手 を加 えた 『春秋 』､お よび 『春秋』 轟三関す
る書 を収 め る○
第 庖 綱 書 類 開署 お よび四書 をこ開す る雷 を収め る○
宗 ∴ 一事 経 類 『孝経』お よび 『孝経 』 患三関ず る書 を収 め る○
第 九 諸 経 線 義 類 経書全般 患三関す る書 を収 め る○
第 - 経 注 疏 禽 親 類 (魔は無い｡目は正文と讃本)
正 文 - 『十三経注疏』 漢唐の酋注｡
且
読本- 『十三経讃本』 可能な限り宋元以降の新注に置き換え｡






































済 中葉後期 ;『欄凝集解 』





通 人 ;『周易費既撃 』
馬巽東｡酒史館緒第｡費氏撃は漢の費痕の易学｡

























膏 :『宙濃 尚書 舜 輿 注』
葡鰭｡『春 秋穀 梁博 集解』の著者｡
満 ;『尚書 劉 氏 義 疏 』
劉舷.『階畜 』儒杯博｡
唐 :『尚書 正 義 』
十三経 注疏 ｡ *吉B匡署車次郎 『尚書正義』
北宋 ;『褒 披 書 簡 』
蘇賊 ｡
『四庫 全 書 緒 冒』:｢蘇鱗は経樫の撃に専心し､撃勢に明らかにして､また議論に長ず
る｣｡
























尚書緯 :『尚書 中候 』
鄭玄の撰と伝えられる比較的規模の大きな尚書の緯雷｡










三園 :『毛詩草木鳥獣巌 魚疏 』
陸磯 (磯)0
『四庫全書給田』;｢博識を扱涯する学者は､これが最も高いと言えよう｣｡




































酒 中 葉 前 期 : 『三家詩拾遺』














第 麗 産 額 (属は六｡目は時代による紬 が基本)
周穫 之腐 『周薦 』は周公園 が周代 の官制 を記 した書 とされ るが勺寮
際 の成 立 時親 身三つ も立て は諸説 あ り○
儀産 之腐 『儀薦 』は各種儀覆 審こ関す る書 で､賓 際の成 立時期 は戦 国
末期 以降 と考 え られ る○
薦記之腐 『薦記』は薩 に開す る理論 お よび解説 を記 した書 常､大戴
穫記に封じて73ヽ戴薦記 と科 され る○
太戴覆記之腐 『大戴薦記』は廊戴頗 記 と問 じ 竃､職 者こ関す る理論 お よび
解説を記した書○
三薦緒義之腐 薩を三つももて包括的患こ議論 した書 を収 め る〇 一
饗之腐 歯音竃の饗に関する書 を収 め るo



























































































北周 ;『薦 記熊 民義疏』
熊安登｡『周蓄』儒林鱒｡



































酒 中葉前期 ;『夏 廓 正 論』
諸錦｡
『四庫全書穂冒』:｢憶測によって論断を下している｣｡
酒 中葉後期 :『犬 戴 薦 記 解話 』
重聴珍｡孔贋森の 『太戴薦記補注』と並ぶ注搾書｡
酒 季 :『愛郷正 餐 説 』
程鴻詔｡
遺 風 :『校正 蔀』民衆戴薦記補注 』
玉樹蘭書｡
五 三商館 義之腐



























清 中葉前期 :『機 雷 網 田』
江永｡
『四庫全書 鍵 田』:｢朱子 (の 『儀穫経侍通解』)が解決するに至らなかった問題を解決
している｣｡
酒 中葉後 期 :『薦 撃 庖 言 』
孔贋森｡ 戴 責 に 師 事 し､三顧および公畢春秋の撃を修める｡
酒季 :『三 超 過 鐸 』
林昌泰｡陳蓄蔵に師事する｡












北 周 ;『饗律儀 』
1㍉二
唐 : 『饗書要録 』
則夫武后｡



























第 六 番 観 察 (魔は軌 厨は時代による区 分 が 基 本 )
春秋産博之腐 左威嚇の 注 を 附 す ○
春秋公孝之腐 公華南 の 注 を 附 す ○
春秋穀梁遭履 穀繁 藤 の 注 を 附 す ○
春秋綬義之魔 三 簡 食 髄 を 取 り 扱 っ た 雷 を 収 め る○
一 一一 一一●一
~､･∴ .:
経+左既 の 鱒 ｡ 経 の み 習 あ れ ば ｢総 義 之 魔 ｣ を三懸 濁 ｡ *岩 波 文 庫
, ､ー ‥ ∴ ∴ ∴ 1.1･..
劉款｡
･ ､十､㌦ ∴ ､二王 ∴ ‥′ .
重粛｡
一 一､- .∴ ･一言 工_
-~ ./.:_:･.: ･二'/'J∴ ∴ ● .､ ､一 ･. I_'･..
陳 …『春 秋 産 既 博 義 略 』
重兎窺｡『陳畜』健棒博｡
後 貌 …『容 貌 鱒 駁 』
欝腰間｡『親書』本俸｡
隅 ;『番 秋 友 欄 述 義 』
:･:/:･i.
磨 …『春 秋 左 傾 注 疏 』
サ三経注疏｡
･:･､tl.I:ニ ∴ー ､:-.㍉∴ .::､ -､.一､∴●:.':･J:,A､ -,･.~･.
よいJL,
宋 …『産 既 欄 説 』
鎧凝謙｡産額を研究』竃､三種類の畜 (勉を三寒編 ⑳博議)を著す｡












酒 中葉繭期 :『春 秋 左樽補 註』
恵棟｡
『四庫全書練目』:｢奮訓を引用して､枚預の左博集解の遺漏を補う｣｡















明 :『公 羊凝 兜』
;/,:;;:十
滴 中葉前期 ;『公 羊歯義』
意棟｡
酒 中葉後期 ;『春秋 公 羊陶既得例』
劉連接｡公羊の学説 こそが孔子の輿意を侍えでも為ると主張｡
酒季 ;『春秋公葦鱒 笥 』
丑閣運｡公羊鱒の銃 に満足せず､改め竃等を搾る｡
通 風 :『弼 氏愈軍容 軟 骨 論 』
摩平｡今文学を尊重す る師の支間運の考えに影響を受ける｡
春秋繁 露 ;『春秋繁 藤 』
漢の董仲野｡















酒単 葉 前 期 :『穀梁酋義』
意 棟 ｡
酒 中葉後期 : 『 穀 梁大義述』
御輿恩 ｡
酒季 :『春 秋 穀 梁 経 樽 補 注』
鍾文 惑 ｡ 著 者 が 全 力 を 注 いだ書｡











~ ･,∴~･二㌦ 千･.:- :I-･.J
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酒禰 ;『春 秋 毛 氏博 』
毛奇齢｡
『四庫全書線田』:｢左鱒を主とし､--最も攻撃したのは､胡安国の博である｣｡




酒 中葉 後 期 :『春 秋 説 寮 』
都菟行｡ 『爾雅義疏』『山海経等疏』の著者｡
酒季 ;『遠 藤 春 秋 諭 』
:;:症;
通人 ;『春秋国名 考鐸 』
飽鼎｡
春秋緯 ;『春秋着払演囲 』
第 庖 綱 書 類 (願は三｡目は時代による匝労が基本)
論語之魔 論語お よび論 語 暴言関 す る書 を収 め る○





三 園 ;『論 語 』
弼蟹 (集解)0『三園志』本俸｡
蘭 :『論 語 覆 氏注 』
覆困｡
劉 宋 :『論 語顔 既説 』
顔延之｡ *高橋職巴 ｢顔延之の文学｣
繭 欝 :『論 語顧 民注 』
顧歓｡『繭密書』本欄｡




磨 ;『論 語 等 解 』
韓愈｡










『鋼 棒 全 書 緒 打 』 : ｢経 樽 の 制 度 名 物 の う ち 郷 鷺 に 関 係 あるものを取 り吏げで､九つ暑こ
分 類 し た ｣｡ 郷 窯 は 周 代 の 制 度 で ､ 瓦 百 家 を 鷺 ､ 二 千 五 百 家 を 郷 とももった｡ちなみに 『論
語 』 に は 郷 霧 と い う 篇 名 も あ る O
清 中 葉 後 期 … 『論 語 戚 義 』
劉 繁 簡 ｡ 論 語 の 曹 注 の 率 で 最 も レ ベ ル が 高 い ｡
清 孝 ; 『論 語 塑 疏 考 叢 』
経 文 燦 ｡ 問 治 元 年 (旦862) に 著 書 の 『経 撃 叢 書 』 を 戯 患 .
近 鬼 : 『論 語 歯 義 』
陽 樹 遠 ｡
論 語 識 … 『論 語 素 意 受 命 詣 』
I. 一 ･ ∴ ､
.～ , : ∴ ､
漠 ; 『孟 矛 』
趨 岐 (汰 ).
･ 一 一 十 ､ . ･ ､｣
∴ ､.● ニ ー - ･ .
唐 … 『意 乎 陸 臆 注 』
経 善 経 ｡ 新 曹 『蘭 書 』 に 鱒 無 』 ｡




･. . _･_ ･･∴∴ ､･､､'.●･: A･_.･∴･.:-:;一子∴･- '.~二
･ ･･ . ･･-･:.･∴ ･～
酒禰 冨『孟乎師説』
爵宗義｡疫酎孟劉宗周を指す｡
･ . - . ~ ､_･ ､~'､∴- .一･. .
酒聯葉繭期 …『孟乎諭覚』
寧道東｡
. ∴ ･ ‥､･1



















宝守仁｡十三綬注疏本より 『薦記』の大学篇を取 り出 して 作 る｡
栄子は大学を濁立した経典とし､経一章と鱒甘草とに懸 け た ｡これを今本大学という｡
酒禰 :『米軍 歯 本 説』
!/:･:､_･一･.‥
:.L-:-I-∴●､二 ･ ･∴ ∴:I.･:. 二･･:-:I.I:＼工･_:.-.-･.1･.､･-:･丁● ~.I'十:一丁■､一･ ､_:､-:
うとはしな か っ た が ､ こ とさら朱子を既刊するものではない｣｡
;･:･二/∴ 二 一∴ ._ ∴ 一.
李喋｡
"､さ ･.,. _ 1. '･, '･ , ･.･~●･/･ _, I.I . ∵∴･ I-,=;I
いるJL,
･∴-.∴ ′∴ 一 ∴､こ..J
劉遠 縁 ｡
.‥一` ･ ●･∴ ;･･ ･
郭 階 ｡
､∴ .､ ･ 二 ∴ ∴
∴ 二∵､::
第 才も 孝 経 類 (魔は無もも｡田は時代による区分が基本)
正 文 :『孝経 』
漢 …『畜 文 孝 経 』
(奮本題)孔安国 (鰭)｡今文系は 且8章､歯文系は22車だが､内容的を三太差はない｡
三 国 ;『孝経 重 民解 』
重蔵｡
曹 ;『集 解 孝 経 』
謝繭｡『密書』本俸｡


















酒 :『孝綬 鄭 注 疏』
皮錫瑞｡
通 人 :『孝経撃 』
圏元弼｡
孝経 緯 :『孝経 鈎 薗訣』
第 兆 諸 経 線 義 寒 (魔は六｡狩は時代による区分が基本)
* 『鋼棒全書線冒』は五経総義類
諸鐙聴義之腐 ｢授受源流遭魔｣陽暦碍椅産衛野 各芸風 ちな 齢書 を般
め る○
諸綬授受源流芝魔 学派碍系譜 を記 』た雷 を般 め るo
諸経音義之腐 経書本選碍魔窟 各這開ず る雷 を収 め るo
諸経校刻文字盗腐 軽蔑碍校勘 をお 這なった欝 を般め るo
畜産遊廓 扇 轟言責覗まれた経蓋の拓本鴨お遮びを碍研究 書 を収 め
る○
I ::It:;I:+.:義.･(,,ユ
漠 :『厩虎適 義 』
班園｡『漢書』の著者｡
『四庫全書鍵田』予部雑家類:｢六経の鱒記 (注鐸)を引用するほか､讃終審こも及ぶ｣｡
三 園 :『五経 然 磨諭』
誰周｡『三国志』本俸｡











『四庫 全 書 綬冒』:｢子供が暗記朗詣するのに役立つか ら､無益 というわけではない｣｡
明 ;『疑 所 縁 』
周洪 讃 ｡
『四 庫 全 書 総 因 』:r下巻に至っては多 i空言に属 し､ますます取るべきところが無い｣｡
酒初 : 『 庖 経 孟 子 考 文 補 遺 』
山 井 鼎 ｡
『四 庫 全 書 賠揖』:｢『孟子』を庖経の外に別置しているのは､--おそらiなお唐の制
言-:‥･:= ､･: .亘､･言 ,.･1てこ豆丁.:･J･.
酒 中葉 前 期 ;『九 経 歯 義 』
窓棟｡
『掴庫全書総目』:｢大抵 しっか りとした撮底があり､精練なものが多い ｣｡
酒 中葉後 期 ;『畜 産 解 約 沈 』
余粛啓｡
『四庫全書鍵田』:｢腐以前の諸儀の訓話を採録する｣｡
清孝 ;『零 経 畢 義 』
∴不!,3∴
遺 風 ;『尚書 閑 職 皇 帝 密繊 細 嚢 』
摩平｡
讃 緯 ;『酋微 書 』
明の孫穀｡
･;:-:'.::.筆.､･鰹 .･ -I:,+:- :･･:: 一･､-. I: / : :{･1･.,'./∴ ー_: _:'･∴･. 二･∴●､･‥ ･J ､ ∴ 一･
;':.;:網子:'I ･~.工 .::: . ､ Z ･､, 工 ･ ?. I. ･∴ ●:I.: ､ P ･ ー ∴ :i.. - ■ ･●
T~.､一-:辛 ..賢二 .∴ ･ ∴ T : .I:l≡ ‡ _ . ･ チ : 十 1.;I-:I ヾ ′:･-:､･∵-.､ ∴ : :｢･ /: ､ ●
､て:-l･::.三､ :･ ､ ′∴ ･ こ ∴ (:. I: ∴ て∴ ∴ ∴ .I:' 夢:･√･ ■ ..･･･ :-:. I-~･
諸 鐙 授 受 源 流 之 腐
明 ; 『 授 産 園 』
朱 陸 将 ｡
｢∴ 号 :: .'.･.I ､ 工 .､･ 一･ ･ ∴ こ∴ : ･ .･ L･ !,･.1∴ ･ .工 ､:･ ･ ･∴.一､丁 ･､ ●- ･･､'-･･.一
流 を き ち ん と 痘 労 整 理 し た ｣ ｡
酒 初 ; 『 儒 林 宗 派 』
寓 斯 問 .
『 四 庫 全 書 線 描 』 史 部 鱒 記 類 : ｢ 孔 子 陽 暦 ､ 明菜の詣儀まで記す｣｡
済 中 葉 前 期 ; 『 儒 杯 譜 』
焦 褒 賞 ｡ 諸 経 の 注 疏 を三 つ も 為 等 ､ す べ 等 筆 記がある｡
















∴ :.苦 .:工 ･.
江衛語｡『江氏斎撃サ書』に収める｡
･. …‥予‡‥＼吉 ､∴ -､∴








い ~.-I._ -~~∴ ､∴･ I.:I_'.'~- . ･ ∴ ･∴∴.:'･三､､J･､･:I.




:I･ー / ~ ~:､}･1,..
嘉平鋼隼 (且冒5)｡
:~､●′:' ･∴ ･‥.:,J






















叢刻 :『豊沼 緩 解 』
清の阪元｡
∴ ∴ 三.､/千 :,I.__.i . ､･.I:.1･ .､.-L･∴ ･..I,A,i
圭 ㍉二王 ∴ 字 義 暴言関 す る書 句 俗語 爵こ開す る書 も食むo
説 二蒐之 腐 『説 寛 解 字 』お よびを碍研究書を収め る○各慣字書逢腐 濃
り濁 立○
各健字書選魔 字形 各三関ず る潜 を収 め る○
+ :‥∴+ 字藩 碁還納す る雷 を収 め る○
三.‥:.工_､
爾雅 ;『爾雅 註疏 』
十三経注疏｡著者はよ宅懸からない｡
. ･.-･~ : ~ミ｣
､ : :' ∴~･ .･･､ ~-●･.･.~_･ - ●;~･__:'J 二･
~､ ~ '･.･､ ･.. ~■I.･.:_∴:.㍉/ ･ _:
. 二･ 『 ､
著者は漢の揚雄等あるとほぼ認められ竃も為る｡酒の蔑鐸患こ 『粛言等疏』がある｡
鐸名 ;『滞名』
･~＼∴工∴ ~ ､･ ･‥･~･､ :ー- `一､.･ご ∴ .一･.∴ ‥､ : ･ニ ∴ー ㍉
がある｡
祈鐸名 …『所 得 名 』
輿 の 葦 昭 ｡ 『国 語 』 の 注 者 ｡ 『鐸 名 』 の 解 説 で不適切なものについ等正す｡
贋 雅 ; 『贋 雅 』
魂 の 張 擬 ｡ 階 の 雷 意 の 斎 済 ｡ 労贈名 『博 雅 』 (階の燦帝の誼が ｢贋｣晋あるため､閣じ意
味 を 持 つ ｢博 ｣ 轟三襲 え られ た )｡ 酒 の 宝 念 孫に 『贋雅疏叢』がある｡









酒 中 葉 前 期 : 『別雅』
呉 玉 摺 ｡
『四 庫 全 書 緒目』:｢字健の職階適用するものを取り上げ､韻によって編集した｣｡
酒 中 葉 後 期 : 『経博鐸詞』
重 引 之 ｡ 虚 詞の解説において新しい道筋を開き､歯苔における少なからざる疑問を解






､.,･∴:I..‥:/.: .､亨'+ :･:･‥･′~､∵こ ∴it.':-I:P.:'･:.
常言 ;『通俗編』
-･'.:-:: ;∴ ∫r∴､ :I.∴一~∴. 一･ ､ 二~:､,∴.- ･~ '､
奪潜言 ;『呉暦諺聯』
･~J･､I.~:_ ･二･_＼一●/､こ:L;: ~ ::-二､- ::.~､ .
一･… 了 ､､･∴ ･｣
清の梁章鍵｡家族を始め とする職者の呼覇者三つも3竃､榛原なケ-スを詳述ずる｡
･∴■･∴ ･∴
, : ~∴ ∴ ･'
漢の許慣 (演)｡栗の徐絃 (等容敷授産)0
鰯 徐 ;『説 寛 解 字 繁 簡 』
繭唐の除籍 (徐舷の弟)｡徐舷の校定本 より先 番こ成立 ｡ 徐 舷 は許 慣 『説 寛 解 字 』 の 校 定
∴ ∴ '. .･ _.こ :･ ･･､ : i. ∴ ･. . I.:･t･"- ～.
.･ ･~. 1･: .一二




~:-:-I,.':･.,'一三､ _ /I:･●.;I/ :::､ ∴ .I.･'∴ ~.J5
兎 :『説文字原』
∴王立_､









酒 中葉前期 :『意氏講説 文記 』
意棟｡
酒 中葉後期 ;『説文解 字注 』
段義教｡*尾崎雄二郎評注 『訓讃説文解字注』｡
清孝 :『説文 宙緒補 』
呉大潮｡酋文と籍文によって説文の健系を補い､多くの畜器物から文字資料を集める｡












劉 宋 ;『第 文 』
弼承天｡『宋雷』本俸｡
梁 ;『蓋 篇 』








,/..I:･;'L :･.･:. ∴ .､ ･.･i､∴~ .･. _ .･･.1'
二 ･ ∴ :.
:.･､:I.:､ :;･':‥′･一･ 十 ■∴･i-{:､∴二･ I :~ ‥∴ :1､
∴ ･'I:∴:-｣
:_･:I::･ -:I -:../ ･ 二一･ :.～.･:～･二∴~､∴ -∴ ~∴ ､'･ . . ･∴､.∴､.
∴:･∴､:∴ 一.∴-I: 一･∴∴ ∴∵∴､ ..･ :-.'∴ 一･.~ ･~ ､
字を収める｡
遼 …『龍姦手鑑』























･/ ,.′∴ -:･~一 _










.･:: t一 ㌦ :･ -. ･ I.､
満 …『闘韻』
∴ ･_ ･ ･ ～･一 .､･､･ ･､∴ ･一 ~ ･ ･ 一 ･ ･･･
轡を及ぼす｡
･- ~∵こ∴ ‥十 工 ..
t:. ､ :I.､ ･ ‥･-,･ : r･'､ :･':･∴ '･-∴ ‥∴
宋 ;『贋韻』
∴ ､ .∴ . ● / す .･､･.- ..I-:'~ :･l ､
金 冨『五番窺韻』
:､∴ _I::∴ ∴･ . .. ･.･ ､‥､:.:.･<､.-~
. 1. ､',･･∴-.
二:･_-∴/.:∴･.,:･ ･t' ~ ･ :-了 .:･ - ∴ :-･
∴ ･㍉ ､_:∴､:








十 ∴ '∴･.･､.一･I/一･:-./･;I_､:･/･1-I.: .:∴了-工_-:.;-､'､･㍉二､
滴季 ;『磯韻考』
∴､一 二 ∴ ･ …･一･_一∴ J:十j･.･丁.:.:-:-.I:;I-.A:A:.,:･:I/･L＼iI･.∴ ∴.一一一
周｣｢遮欄｣の3種畜こ倉かつ｡
.:I. ー ∴-:･ ･- :● ･一 :∴ ･.r:.･ 十･;･.I:1 7:､
~: ∴'一 一'､:-__.∴-I.･ TIl･ ･:l㍉ ､ ･..､
･一･ ･ ､ 一･一 :.∴ _.･. ･∴･..･;･ ご ･:二､ ､ ∴ ,-~:
..~′一 ･ I:､て● _ ~ .I.~I_∴













節 -- 二 ∵∴ 戚 史 お よび正 史 を這注 鐸 補 蕊 を加 え た 書 を 収 め る ○
第 二 ∵ ㍉ ∴ 編 隼傑 〔隼捌 桁に史賓を記録するス夕 酌 む 〕 雷 書 か れ た 書 を 収 め る ○
第 三 ∵ ∵ ､l∴ ∵ 配 車 本 末健 〔事件ごと碁こ塾端から結 末 ま で を 記 す ス タ イ ル 〕 晋 書 か れ た 雷
を収 め る○
㍉髄 歯 史寒 『史 記 』成 立 腿 繭 患三書 か れ た 歴 史 書 勺 お よ び を れ 各芸 関 す る 書 を 般
め る○
腰覗史肇 紀 樽髄 〔本紀 と夢贈鱒を童 とするス夕射 紅 〕 だ が 威 史 晋 な 齢 書 を 収 め る ○
第 六 確 史額 髄 親 藩ま完備 』竃 私通な 齢 が 史 料 的 済 億 職 あ る 書 を 収 め る o
∵ ∵ 戴 冠寒 磯 原 割 線 政 礎 な ど正 統 藍認 め ら れ 竃 齢 な 師 義 朝 碍 歴 史 患芸 関 す る 書
を収 め る○
箪 Fも 謂 令 秦 議 類 詔 令 〔愚帝の薗令〕 藍秦 議 〔臣暦の意 鬼 畜 〕 を 収 め る ○
∵ ∴ 欄 記 額 個 鬼 の事 績 を記 』た雷 を収 め る o f
第 甘 時魯 寒 確 率行 事 を記 』た書 を収 め る ○
第 甘 - 飽 寝 顔 各地 経 碍情 況 を記 魁た雷 を収 め る ○
l第 骨 二 + + .､ 償 愛 郷職 制 牽 心 得 を記 』た書 を 収 め る 〇 一
第 十 三 ∴∴ ∵ 囲 家 の諸 制 度 を記 』た露 を版 め る ○
第 骨 綱 雷 紛額 各種 碍書籍 因縁 を収 め る○
箪 骨 蕊 金 扇類 金 腐 牽 扇 な ど爵芸記 され ぬ覚 字 卵 嚢 輿 牽 研 究 書 を 収 め る o
第 # 六 ∴ :､､∴ 詣 史 を節 線 』た雷 を収 め る○
箪 #庖 史 評 醤 歴 史 番言開 ず る評 論 蓋 を収 め る o
:: ･_ ･:.: . . :: ､_ 二.､
∴ ∴ ∴ ∵
潜 刻 遭 腐 特 産 の ｢志 ｣牽 ｢夢 覗鱒 ｣ を 刻 』 た も の も 収 め る o
:･-J.I∴
『二 骨 綱 史 』 『幸 恵 史 』 『二 骨 一 党 』 『二 甘 藍 史 』 な ど ｡
､ ∴ ∴ ∴二
史 記 ;『史記 』｡ 『史記 貨 殖 列 侍 』 (『率困歴柁愈 貸 志 』 収 )0
漢 書 ;『漢 書 』｡ 『漢 書 地 理 志』 (『歴飛地埋志嚢編』 版 )｡
後 漢 書 …『後 漢 書 』









親 書 ;『親 書 』
北 密書 :『北 密書 』
周書 ;『周書 』
陪賓 :『隅書 』｡ 『隔書 経籍 志 』 (『武 史経籍志』収)｡





北 史 :『北 史』
『四庫全書鍵田』:｢商史が多宅曹本をこ従っているのに臆べると､まった宅別人の手をこ
なるかのようだ｣｡
奮蘭 書 ;『曹蘭 書 』｡ 『曹 唐 書 慶 黛 志 』 (『中細歴 柁 食 欝志 』版 )｡
済蘭書 ;『蘭 書 』
t:･.-,L‥I,-.辛:r-?.:Lこ , ､L/I･∴ :-I:l･ ･ ･ r一~1/I:-:∴■･､ '●;.-_･'I:㍗. ､._.∫
数の手に成る と鷹 我 が夜 もBに異 なる｣｡
･+:.I∴∴; ､∴ こ ∴ 一 二
■′∵十:-･ I;',:. ･.こ :･十三∴圭;I.:I･.:メ.rt∴ ･_'･,･ ､∴ : ∵ 予 ､∴ ∴ ､､･. I; ÷ -:
､:圭 ..､∴･.:≡:･. 一h･. ∴ ､･･.:-T:I.l'･-i:.さ_ 一･㌧ .､ ∴ こ ::. ∴ 十 ∴ 了 . . I.∴ ･. -.二
等によって補 充｡
新瓦縄 史 ;『義 絶 史 』｡ 『濫 伐 兜 職 労 考 』 (『歴 柁 地 理 志 桑 編 』 版 ) ｡
宋 史 …『宋 史 』
遼史 …『遼史』
金史 ;『金史』









漢書 :『漢書補 注 』
酒の王先謙｡顔締高の注以後､漢書に関する殿も優れた注鐸番｡







繭漢書 :『繭漢鯛 誤 補 遺 』
栄の呉仁傑｡
『四庫全書鍵田』:｢輿縁は完備し､考叢は詳細明断である｣.
















. ･､ ‥.∴ ~.､､~一･_
酒の商新関｡
~ ･､ .∴ ∴ ∴ .上
清のす謙｡












一 一,I∫. ∴ ~ .∴ :: ､ ･ノ ∴ ..一､ ､､‥~･: ･･●
碁三は疎かった｣｡
新奮唐書 ;『腐粛鱗年表』
': ､㍉∴ .' ､-∴ 1;~':'‥､∴;'､･/:∴-~:-､:I-;:.='.t: 'こ.I.､･:･tI:-.












酒の注輝観｡叢誤 ◎叢遺 ◎叢名に分かつ｡後出の ｢姓名｣に 『史姓韻編』｡
宋遼金元史 ;『宋遼金兎綱史朔開致』
酒の蔑大師｡後 出 の ｢叢 考 ｣ に 『二十二史考輿』0
明史 ;『明 史 致 叢 涛 逸 』
酒の 丑 頒 蔚 ｡ 現 存 す る 書 物 の 中 で 最 も 畢 く 『明史』を全面的に 考訂｡
叢考 : 『健 二 史 駒 記 』
酒 の 遷 翼 ｡ ｢ほ か に 清 の 至 境 盛 『サ 一転 史 商 穫 』｡
史 表 ; 『歴 縄 史 表 』
酒 の 商 斯 済 ｡ 晃 の 喬 斯 太 と と も に 黄 家 蔵 に 師 事 .- 『明史』
∴ . ･ .::_:+ .･::..I;.･. 3
閑 名 ｡
地 理 ; 『歴 縄 地 理 志 桑 編 』
酒 の 躍 汝 桶 ｡
二十 ･ ∴ ∴ ･:､:.':-:- ･
田 本 の 閑 名 (轄 )｡ 文 政 先 年 畏 畢 坂 学 問 所 刊 本 ｡
娃 名 … 『二 骨 義 堂 鬼 名 索 馴 』
叢刻 ; 『史 学 叢 書 』
開名｡
_こ: ､. ∴､∴∴:∴∴ ∴ 一･㌦ ･･､ :‥
適紀之魔 通史を収めるo
各席魔道魔 翫代史を収めるo



















､ - ∴ _L･::
栗の夢株｡
宋 ;『建炎観衆繋 隼 要録 』




.■ ､`- ∴ :_･‥∴ ∴ ∴二･ . .･.
･ ∴.･ ‥
二 一･･一∴ ･
･ ∴ こ ∴ :∴
∴ ●二･.:~･:l:
酒 ;『米酒歴朝欝録』
:'' :三 - ､.∴ ,･:- . 工 ､. I: ･‥.∴･∴ .:t･､･∴∴
･ '､･･∴.__
酒の馬磯｡
仁.･:.;.1'･ ､..･∴ こ~さ∴ _･十 .. .､ -:I:I.∴ ､＼･丁∴-:~｣~:!･ ∴
適鑑 ;『適鑑紀事本末』
栗の裏梅｡





酒の李菊菜｡『金史紀撃本来』(李萄覚撰)と閣じi､輿章制度に閑する等題は 無 い ｡






第 紺 歯 鬼 瀬 (魔は無も)｡目は特産の書物による拓創*咽 塵 全 書 縫 目｡ に は 無 も3




戦 困策 ;『戦 国策 』
もとは戦囲時代の各国の史常あるいは箪士が収集記録 したものと言われる｡ 劉 陶 の 整
粗､
工言､宰 十 丁工圭 :-
『四庫全書鍵田』 では子部鰯説家類｡褒弼 (『中国苗代神話』の著者): ｢史 観 の 礎 興 習
あるのみならず､神話の淵府でもある ｣｡
筋書紀隼 :『筋書紀隼 』
『四庫全書綬冒』で は 編 年 額 O 今 本 と 歯 本 あ り 0
汲家書 ;『汲家書 紗 』
欝の束筋｡『密書』本俸 に 整 理 考 叢 に 関 す る 記 事 あ り｡
穆東署憾 ;『穆 東 予 簡 』
､･∴ ':-:.二､､ ㌦ :･､:那 . ∴ ∴ - ~~､ .こ ~･･㍉ ∴..･･_ 山
際本 :『陛本 』
∴ 一:二一､･一:./I/ :.二･.∴ ∴ ･･㍉ ::予 / ･･ .
蟹乎春秋 :『蜜 牽 春 秋 』
r:_∴ ∴ 一三:.:.' '･,･-∴ :'.:I..I_.∴t'■~1,･･ 二...,: ･-:-.,∴ 一･
ある｣｡
超絶雷 ;『越 絶 書 』
漢の義旗｡
.1'･.~ -I. . ∴ -:- '■...:'L-:‥. Z: .一･∴ .･ ､ ･::･:/ :'∴_･ ‥ ●I
る｣｡
呉越春 秋 ;『呉 越 春秋』
漠の過度｡
:･･:--: :I .■L-~.■~:: . ∴ ･､､･:~_-..~･ ∴,.-/ .-:.:･_ ∴ ､･ .
楚漢 春 秋 ;『楚 漠 春秋』
工･.i.陸∴ - /: I:･. .∴ ･ ､一･､/･∴
薙 ;『三 墳 』
三墳 ◎五輿 ⑳jも索 ◎九慮｡歯讃の名習諸説あ り ｡
:-:;ミ ● :､.._'･十 {._.-.･了 .:.I ､ -.,:...:････.､∴ ‥∴ ::I.､二-:_･
蒐秦 ;『帝 窓際 紀 』
膏の豊甫譜｡
漠 ;『索敵漠 記 』






∴ ~ ･ : ,: ･. I.A._:'∴.1:,_:i:
唐 の 許 嵩 ｡ 『 四 庫 全 書 綬目』:｢輿は僧困 (勝手に皇帝 と飼 した因)だが､『三園志』が
す で に 正 史 各こ 列 せ ら れ て い る の で ､ これを別史類に分類した｣｡
._: :-I I 言 ∴ 享 , I:. i: ｣
酒 の 藍 鼎 元 ｡ * 『 魔 洲 公 案 』 ( 東 洋 文 庫 )
五 代 ; 『 櫓 蘭 書 』
酒 の 陳 鰻 ｡ 後 唐 と 病 癖 を 正 統 ( 唐 の 後 腹 ) と す る 紀 博 健の書｡
宋 : 『 東 都 事 略 』
重 僻 ｡ 北 宋 九 朝 に 関 す る 雷 ｡
『鋼 棒 全 書 総 打』;｢元 入 は宋 史 を編 纂 す る際 ､ こ の 書 を参照しなかったと思われる｣.
遼 ;『契 相 済 志 』
栄 の 葉 陸産 ｡ 元 代 償 健 の 『遼 史 』 に比 べ て お よそ酉 年 畢く成立｡
金 …『衆 金 閣 志 』
栄 の 字 寛 恕 昭 ｡ 輿 章 制 度 に関 す る記 載 は 『金 史』の不足を補う轟こ足る｡
兎 ;『兎 朝 緒 志 』
開名｡* 『をンゴル秘史』(東洋文庫 )
明 …『宙 医書後袋 』
渠岱｡天啓までの 『宙匪蔵書』と崇被の 『石医書後集』｡
酒 ;『酒 史列博 』
閑名｡叙事は詳細明確｡
::･'-':, ∴∴ ::′工
:I.:I:::了 . -: :∴ ∴∴ ･~ ∴･.:;∴1-･ :.･:､ 十
･.1･∴･~~;･‥//
明の李費 (李車畜)｡繊細から元滅藍ま等の入物およそ800名を収録｡
_-. ､ :∴ ･: :.I:: l.･･ ニー㍉‥一
-~∴∴∴ 事件時顛末記登頂紀事本末寒 露芸風れ る轟芸は碓駁な雷を般める○
療記遭腐 様僚な撃件 爵芸開ずる酢豚的な記録 を収めるo































::二 :●∴ ;∴ ∵ =.:: :'∴ ｣
閑 名 ｡
窒 宗 ; 『 三 朝 聖 論 鋒 』
L,,.; :_ :I::
『 鋼 棒 全 署 鍵 田 』 : ｢ 永 楽 ◎ 洪 幣 ◎ 童 徳 三 朝 における皇帝療考の詔旨および秦封の語を
載 せ る ｣ ｡






































































第 庖 哉 記 類 (魔は無も)｡田は時代に従って観別)






























































































第 兆 謂 禽 秦 議 類 (魔は二｡胃は時ず竃による区別
詔令 之腐 恩帝 の詔 を収 め るo
- 詔令 之腐
唐 ;『唐大 詔奇襲 』














重曹滝｡治鷹 合通事 ◎薦撃 ◎碓秦の囲類｡
明:『徐民庖言』
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第 九 鱒 記 類 (魔は十一｡目は魔によって立て方が異なる)








記言記事之腐 注 因すべき豪富単行勤番芸ついで記 録 す る書 を 収 め る○
年譜之腐 年譜を収める○
















































































































































































丸 記言記事之腐 (欝は時代による区分｡別館 〔個人〕と絶縁 〔複数人〕あり)

































































第甘 時 令 類 (履 砂田ともに無い)
『四民周令』
漢の経寒｡*東洋文塵
第甘- 地 理 類 (厨は十四｡目は魔によってやや異なるが､基本的に地域による区分)
緒志之腐 中国金堂 に関す る書を収めるo
輿囲之腐 地園 を収 め る○
歯飽志之腐 元以前の地方志 を収めるo
今池義之腐 明以後の地方志を収めるo
碓旭志之魔 府 願 意 が採 る事項別のスタイル宙ここだわら
ない書 を収める○












寓殿学校詞墓奇観名園之腐 建築物 患こ開ず る風間を記 』た書を収める○
瀞記紀程路程緒記之腐 旅者音記を収める○
丑諺習俗之腐 ある地労 をこお ける濁時 の こ とわざ牽風俗 を
記 した書を収めるo
*言語学的な興味 をこ基づ i雷 はjヽ 撃額訓
話之腐る三分類す る○



















































































































1･:-I,.･:-_.:I.:I:･,､ ∴:/ :三･:I;'∴･} :I:.-:._∴ ∴ ･- 工.:し.I::.ユ十･,･二･1.' ~･-/.:∴ :-:
もうわ珍る満潮の勉を指した呼称｡
盛京 ;『御製盛威厳』







































『鋼 棒 全 書 綬 因』予部鰯説家類 :｢その鬼関を雑然と記録し､--すべて萄碍逸 事 で あ
る｣｡
磁建 …『問 顔 紀 』
了::A:.二･:-:･ A. ::~'TL:-:･十.;~∴;:二･:こ:守:(工:_I .+:I-･豆,I:: 工､: ･_･∴二:I､:I.∴-
∴ ､
廉 廉 ;『嶺 表 縁 興 』
唐の劉陶｡
『囲藤堂書紀指』雑記 :｢劉陶の原本はすでに凝ら宅失われている｣｡






























































































































『四庫全書鍵 田』河 渠 ;｢海運 遺 里 の数 を記す｡棚 ｡滴 師で海事 を習 った者が記録した
のであろう｣｡








































































































































































あり､開名 『漢嘗』､重隆 『漢嘗解 話 』､衛宏 『漢曹儀』､磨勘 『漢常儀』､察質 『漢嘗
典職儀式選欄』､呉の丁字 『漢儀』 を 禽 む｡諸本を校訂し ｢職嘗索引｣を紺』等､且990
年に中華畜燭より出版｡
曹 :『曹公卿薦秩』
鱒時｡『密書』本俸に 『曹諸公 赦 讃 』 『公 卿故事』の著作ありと記す｡
唐 ;『太唐六興』
玄宗李隆盛 (撰)◎李林甫 (等 容 敷 注 )0




































:I-.､･ ∴ ･･tl三■二∴ .∴ .'･'､∴ ■喜.･'1.I.I.こ､'.:~~..:-∴;-I:二':≡.'′∴ ∴一一
叢刻 ;『橿海指南』
･､･∴ ‥‥･-∴∴.,:-I/.:二､ ~･:.;∴∴･-:､･-J∴ 言‥-I､∴ _､
･∴∴ ~...主 上
∴●∴ 二~一1.L･∴~1･∴-:･,.I:. ･:L∴十二 ･∴:.:
-. '､.･㍉=. :,･:.一●..I ･: ･′.:≡.
′･ .∴ ∴ ･二一 _･∵ ･ -_､ ･
歴閑適制選腐. 毒曙歴碍通史を収める○
㍉∴+∴+∴ 制度碍断鰻史を収める ○
























『四庫全書総揖』:｢『唐愈要 』 の 慣 例 に 倣 い ､『漢書』に載せる制度輿車を取り吏げる｣｡
三園 ;『三国脅要』











































『囲棒金書紀揖』:｢常時の営殿 ◎榛嚢 中服食 ◎宴 楽 お よ び 寓 閲 の諸雑事を叙述する｣｡
酒 ;『寧魯盛典』
乱流祈 (響)0






























































庖 軍政 之腐 (目は内容による区分)
兵制 :『欽定八旗適意 』
嘉慶中の官撰｡



















判膳 …『龍筋魔髄 判 』
唐の張驚｡判蘭は判決文集｡


































『四庫全書総冒』乎 部 小 説 家類 :｢腐一首竃の東撃の制度について特に詳しく､正史の志
が言及しない もが 多 も3｣｡














































鄭暁｡洪武から嘉靖までの政治 ｡制度 ◎軍事 や財政などに関する記録｡『鋼棒全 書 練 絹 』
では薙史類｡
酒 :『邸滑紀聞』






























二 家蔵知魔道腐 (目は時 代 に よ る区分)
南北朝 ;『庖録序 田 』
梁の翫孝緒｡
宋 ;『昭穂先生鮮粛 表 書 志 』
∴r_,::p､ ∴･::::,; :∴ :∴ :-:I,-`- ~∴. ~:,I-::.‥･三 ' ､; 二 : t ∴ ･‥ ･● ･.
ぼかに陳振孫 『歯欝雷 録 解 題 』 が 著名｡
明 :『溶生壁蔵書 輯』




:-1工 '･.:I:/. ､ .:･∴ ニー∴いこ:･-A/て､.了●∴- -､ 一二･予 J
酒中葉前期 ;『振蹄壁書 招』
注意｡以後､注汝硬-注霧-淫遠孫と引き擬がれる｡
ト:A∴圭:_∴ .-~‥:∴ :I.-.:.'･l上 1






















江南 ;『鋼 棒 著 録 江 西 先 哲 遺 書 紗 目 』























































筋 骨 義 金 看 類 (魔は幸一｡田は属によって異なる)
* 『四庫全書線冒』では冒縁類第二に置かれる
第線考叢之腐 姥活的著録 を収 め る○










静 観簡膳之腐 静観 ◎簡蘭碁こ関する書を収める○










『四庫全書鍵田』 欝 縁 類 金 石 :｢この書は隷書を考察するために作られたので､各篇は



































































酒の劉富海｡ほかに陳其擁詳録 『填及 (エジプト)碑鐸 』 などを収める｡



































































第 甘 鷹 巣 評 寒 (魔は三｡目は魔によって異なる)

































∵∴ 聾鯖瀬 書姦 ⑳晴好◎遊戯など碁こ関する書を収める○
第骨 霊圭 静狩習の類を立竃る碁こぼ規模が73もさも為学派の書､および各撃派の蓋
張を折衷 』た書 を収め るo
第骨- 書一十 各署の記載 を一定の基準 をこ従 って労類編集 した書 を収め るo
*#= fjヽ説家類 史料 と』竃の宿意性 に乏 しい逸話 を記録 』た書勺お よび選言 轟芸濃
るブJS夕bS,ヨンを収め る○
嵩∵∴ 吾宣守 悌教な ど外来碍宗教 碁こ開す る書 を収め るo







第 二 儒 家 類 (魔は独 自は魔によっ等異なる)
議論経済之腐 政治雄薗論碍書 を収め る○
ド:㍉主十王 哲学思想諭 (宋撃 ⑳道学)の書 を収め る○
*理 は普遍的な道理勺鰹 は鬼済轟芸おをずる寝殿現れ○





























~ ､∴こ ∴ ･~･一 二. ､.'･∴ ､ ･`.･.
宋 ;『栄季語類 』












































































叢刻 ;『五 種 遠視 』
酒の陳弘諜｡







































第 麗 農 家 顛 (儀は亀 田は願によって異なる)
緒説之腐 農事全般 をこ開ず る書 を収 め る ○
農柔道腐 穀物 ◎義認 各こ繍す る書 を収 め る ○
疏巣花木蓮腐 食用碍洗薬果物､観賞用 の 花 館 樹 木 をこ 関 す る 書 を 収 め る o
* 『掴塵全書緒 打』晋 をま 譜 縁 類 患芸 風 る もの が 多 齢 ○
畜敬承産道腐 敬宙 と水産 お よび動物 一 般 審芸 関 す る 雷 を 収 め る o





























兎 『農桑輯 要 』
元の司農司 (官撰)｡
『四庫全書鍵田』:｢元晋はこの霧を経国の要務 (国家の重要政策)とした｣｡







疏梁花茶 道魔 (団は封象る三よる匪鎗) *佐藤武敏 『中細の花譜』(東洋文庫)
鰹 …『擁樹 雷 』
膚の郭秦乾｡部費舵の名は柳宗元 ｢郭東舵鱒｣甚こ基 づ く 附 脅 ｡
歳 緒 ;『野 菜博 録 』
明の飽由｡





こ-∫:●∴･ . .:-.~ ∴ ･∴ ･.､ハ･ 一､:~~ .:.:I:'r:.l.二 '1､･_I:::ほ.~:.
芋 ;『芋経』
′･:~1:∵一､ I-.:･_: 丁､･∴ ~･′.∴ _･･∴ ~一､｣
箇藷 ;『箇語録』
:~･･:∴.: ～.∴.- ~ ′∴了 Il_∫
橘 …『摘録』
栄の輝彦磨｡樹◎檎⑳燈｡『因擁壁書籍打』晋 は 譜 縁 類 .
高校 ;『義枝譜』










































































福建 ;『問中海 鰐 疏』
明の屠本 唆 ｡海緒は豊富な海産物の意｡
『囲塵全 書 綬 招』史部地理類 :｢知識を増やす息で有益である｣｡
廉廉 ;『繭粛 軍 本状』






































唐の孫恩逸｡療縄 跳 繭 の 留 学 忠 の 成 果 を系統的碁三線播｡
養生 …『養生 膚 語 』
明の陳橿確｡
『四庫全書鍵田 』 : ｢ 寡 欲 爆 砕 お よ び 起 居 詞 轟 の 諸法を養生の要とする｣｡
内経明堂 ;『中西 骨 格 締 蕊 』
清の劉廷槙｡明壁 は Å 健 模 型 暑 こ 記 す 霧 灸 の ボ イ ン 恥｡
薙病 ;『脚義治法紀要 』
栄の童汲｡









教 科 :『産 常襲慶 集』
宋開名｡出産について論じた書｡













掌散 墳 記 :『歴 代 名 撃蒙 求』
乗 の周 守忠｡
因縁 ;『開 塵 全 書 緒 掛提要 ◎欝家類 及麿編 』
頗編 に 確且7種｡上海科学技術出版社､且992年｡
叢 刻 ;『欝 統 正 脈 全 書 』
明の重博望｡確3種 2且3番｡上記の 『鋼棒全書稗田提要 ⑳欝家類及綬編』によれば､｢随
刻障編 ､校 勘 鞄疏｣｡
脚 線 :『西 襲 来 威 』
菜 園の乗投 句海将蘭｡西洋近代の留学に関する謬書を収める｡
第 庖 乗 寛 算 法 類 (魔は三｡指は願によって異なる)
∵∵ ∴∴ 天文学 ⑳暦翰 轟言開ず る雷 を 収 め る ○
*推歩 は満天 碍歩 み を 推 す 意
∵ ∴ ∵∵ 数学雷 を収 め るo
一 線歩 道腐 (畠は時縄各こよる区分.周騨欝経 ◎星経は別扱い)
欄牌算経 ;『欄解欝経』
漢の趨爽 (注)｡北周の窺鷲 (東述)｡唐の李浮風 (等拳敢注聯)｡円周率3｡孟実説 ｡
三tJ::～-,I:.:(:･t:.
仁､∴㍉一一こ.I,::･. :_ ∴::;:.:一二:●:;･1.:-;: ～.㌦㌧･･T.辛 .〕∴･.:Ll.:/･さ:-I.､･､:T:､:･∵
哉せられた愚考も､今では失われて完全ではなもも｣0
演 芸『三続騰 街 』
酒の鏡太斬｡劉歌の三統術 (『漢畜』律暦志)の解曙｡*車内酒『中緒の 科 学 』




































∴ :I.･二 二㌦ -A
薬園の侯失敬｡西洋近代の天文学に関する詔書を収める｡
∴ :ミ一言 二∴,∴ ∴ こ~:.工;r.I･::.-:､ .:.∴小'･;: 言 ･f-:/:､･喜1:.lL:-:.;-:.:,'∴ li
鬼 章算 術 ;『鬼 章算 術 』
貌碍劉徽 (汰)｡官吏に必要な数学を網羅｡ *車内酒 『中国の科学』
孫 予算 経 冨『孫予算 経 』
唐の李浮魔 (等番数注鐸).高水準の数学専著でなく､典型的な普及讃物｡
漢 …『数 鯖 記 遺 』
漢の徐盛 (撰)◎北周の観鷺 (注)0『四庫全書緒欝』は唐代の鶴託とする｡
































第 兆 翰 数 額 (魔は亀 命爵梱書之魔を除き､指は無も3)




∴■★+ 天文現象を鬼事現象の象徴とし竃解滞す る雷 を般めるo
露紅蓮腐 濁抱卵露も適時書を収める○
* 『易』の経文爵こ必ずしも忠賓ではなも泡o
薗讃欄普選腐 薗雷 〔生年周招時の干支 ()も字)による控訴､讃〕､職者 〔入欄齢 為
81











『太唐 開 元 露 経 』
唐の躍 曇 悉 達 (等 奉 敢撰)｡






義 歯爵機雷之腐 (田は命畜 砂機雷)
歯苔 :『義照産 興産 』
□開名｡
『四庫全書給 田』:｢隼儀 ◎国儀 ◎六害中三奇 ◎三曳 ｡囲象の類を諭ずるあたりは､と
りわけ明らか にす る鮎 が 多 い｣｡

















第 兆 車 鯖 瀬 (魔は九｡田は腐により異なる)
∵十十十 .語義 魯芸関す る書 を収 め る○後 に搾 品 を附す○
音響遭腐 音響 審こ紺す る雷 を収 め る○
*覆 審三綿わ る饗 は軽部薦顛 饗 之魔句戯 曲碍音楽 は袋部詞
曲類詞譜詞韻 之腐○
㌻√∴∴∵ 蒙刻 爵言開す る書 を収 め る○
欝竪器物之腐 凄味観賞用 碍器物 を三関す る書 を収 め る○
* 『鋼棒全書緒 拍』晋 は譜縁類 者芸風 るも鞄が多も通o
製造食 品遭腐 食品 ⑳晴好 晶 を三関ず る書 を収 め る○
* 『鋼棒全書緒 田』常 は語録寒 暑芸風 る ものが 多 齢○
碓接種戯遭腐 遊戯 審三関ず る雷 を収 め る○
各種韻事之魔 文風塵 株全般 患三関ず る書 を収 め る○
格致遭腐 西洋近代 碍 厩然科学 に開ず る謬書 を収 め る○
* 『江 南製造燭 詔 書 嚢刻 』 (叢書 部碓 叢類 ) など臆収め
られ る.
叢刻之腐
:∴ ,:I/ ･∴ ご､言 .I.∴ r･:::I･ ∴1 ･_-::-: ,:-I.:.A:- :. ∵十 :.-･丁
一･ ,:~一･:-:-.:～.5
歯髄｡『三国志』劉勧鱒の襲松之注碁三番文 ｡筆書 ⑳隷書 ｡草書の各停あり｡





















































寛饗 ;『塑祐済 饗 囲 記 』
馨の翫逸 (等 番 数 )｡ 上 巻 に は樺呂◎黍柁 〇四量 ｡棒衛の法を載せ､率下巻鷲は鍾欝 ⑳
曹鼓◎三枚鼎 ⑳鷲 刃 の制 度 を考定する｡『鋼棒全書緒揖』では軽部饗類｡
薫饗 :『教坊記』



































































































飯 :『飯 衛や二禽説 』





























































































第 甘 薙 家 事 (魔は軌 指は魔によって異なる)
菅 ●㍉二束 守 -Gサ- とな った諸 子 宙家 碍書､雑駁常 客豊あ るが思想約倍
健 碍 あ る雷 を収 め る○
*立説 -碓説 之魔
五 ∵∵ 二二 儒 家 だ 患郎 芸隣 接 しなも為教訓書を収めるo
*儒家類 家 訓勧学郷的之腐
蒋説 遭腐 雑駁 晋 はあ るが知魔 各三富んだ雷を収め るo
*記事 -薙撃 遭腐
碓第 蓬腐 一定 の排 列基 準 魯芸徒 事三豊な 宅b各署の記蔵 を挽 き離 した










魂の劉郡｡『豊賛 』(類書類)の編者｡且2の観鮎 (九徴 ｡健別 ｡流業 ◎樹理 ｡材能 ｡亭ij
















明 : 『菜厳 粛 』
洪磨明｡*岩波文庫
酒 ; 『潜 雷 』
唐 甑｡『論衡』の健に倣う｡上篇は学術､下篇は政治を諭ず｡
遺 風 ; 『臆書』
章 柄鱗｡苗代の各穫学説の考察､規賓問題および社禽改造霜寒の探求.
脚 線 ; 『佐治鶴言』
□閑名撰 ◎英国の樽蘭堆 (沼謬)｡西洋近原電の政治轟こ関する謬雷を収める｡
辛 :;-.∴工.i:.,十 ･.:;:三∴1.･J･.こ∴y ∴ ･､′
南北朝 ;『望戒 象讃 』
後魂の常寮｡『親書』本欄｡




『四庫全書鍵田』:｢罪福因果を語る｡記載内容は 栗 の 撃 が 多 も3ものの､ま ま 漠 観 衆 時
事に及ぶ｣｡
















北宋 :『魔 境 先登志林 』
蘇鱗｡
『四庫 全 書総揖』:｢蘇鱗が気ままに記したもので､ちゃんとした著作でなく､雷名も
無 い｡後 入 が輯録したものである｣｡




金 ;『遺 勅題 鍍 』
元好閑｡『遠山先登文集』巻四十に収める｡








宝悪感｡談散 (酒代の制度)◎談戯 (明中葉陽徳の尤物)e談蓉 (詩 文 評 論 ) ◎談巽 (輿
聞怪異)に分かつo
済 中葉前期 ;『障園随筆』
東棟｡諸経 る諸史 ◎金石 ⑳束縛勉志から詣覚著述 ◎歯姓 名 ◎碓 記 ◎術 数 まで｡
酒 嘩糞後期 ;『履 園叢話』
鰻泳｡奮闘 ｡開歯 ⑳葛藤 ◎水撃から陵墓 ◎園林 ⑳笑柄 ◎夢幻 ◎輝 記 まで｡
清 孝 ;『春夜望随筆』
愈 堪 ｡ 学 術 考 叢 ､ 詩 文 の 雑録､民情の記載､時政の議論など｡
遺 風 ; 『叢 楚 粛 随 筆 』
工 ∴ .:,;:I.一･一 :∴ミr,.l:･: '､~;二㌦ ‥∴∴1t-･1.-●･｡･I/.､丁‥､ 十･//I.･J.:;三上~:∴:I:i:i∴ 斗 ＼～ .
､ .:::-.:.:_･∴ . , ;I..,I.了 二一ミ ･/･ ･:.
第 言 … 『撃 富 治 要 』
唐 の 貌 徴 (等 参 観 )｡ 中 国 で は 失 わ れ ､ 四 部 叢 刊本は田本版宙こ基づ (0
第 撃 ; 『義 明 撃 類 紗 』
酒 の 桃 之 園 ｡
凝 議 : 『歯 今 風 謡 』
明 の 檎 憤 ｡ 『開 塵 全 書 綬 田 』 で は 郷 説家類｡ 別 碁三 『歯今諺』 があり､とも轟こ『畜話諺』
に 収 め る ｡
諺 冨 『歯 認 諾 』
酒 の 能 文 滴 ｡ 引 用 書 は 860 種｡党秦から明 代 ま で の謡諺3300線首を輯録｡
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謝肇剥｡東 砂飽 ◎Å ⑳物 色事の5部に分かつ｡*東洋文庫
酒 …『酋奇観讃集成 』
腐照準の敷撰｡一番巻｡暦象㊥粛輿 ◎明倫 申博物 ◎理学 ｡経済の6部｡
二 滴 錦 之腐 *『永楽大典』は 『洪武鑑韻』の順序により典籍を排列
『願文韻府』
酒廃幣五十年御意｡原本は栗の 『韻府翠玉』｡
第 甘 二 胡淘説 家 類 (属は三｡因は時代による匝創
*寧稼雨 『中国文言13ヽ説綬昌提要』(欝魯畜社､且996年)
*魯迅 『中国pか説史略』(東洋文庫)@『歯か説鈎沈』
雑記寒説之魔 特 番こ収録範 囲 を限定せず 患こ､贋 宅磯事逸話 を記録 した書 を
収 め る○

























『四庫全書 綬 冒 』 :｢墳事発言が九割を責めるので､退けて小説家に列ぬる｣｡韓 家類 に
『暫東野 語 』 あ り ｡
兎 :『研 北 雄 志 』
陸友｡
『四 塵 全 署 練 冒 』 籍家類 ;｢すべて殊文墳事である｡陸友はいささか賞蟹に精し宅､ま























































酒 :『漠杯 錯簡 』
好機細｡白蘭生 (磨)⑳開明君 (檀)◎鰭先登 (紙)◎饗東予 (眼)の話O
民囲 :『歴柁笑話集』
王利器｡









~･･∴一∴:･ ∴ ･I.~/､こ : .(.･∴ :.- ∴ て∴:'1.:
′∴∴ ~∵:I∴∴













明の西洋の制覇饗.率因鬼と西洋風の問答形式O『四庫全書 総 悶 』 で は籍家類｡*東洋
文樺
~_ ･∴ .㍗ :∴ :.･工 ∴ ･･.､:/･,･′･:I.･,∴､ノ･ ･･‥言 ∴














































讃頗表秦 ;『玉 音 法 事 』
諭吉 ;『輿語』




















第 一 ヤ ㍗ ㌻ 『楚 齢 』 〔楚 の 屈 原 ､ およびその㌍笥下や後入が屈原に倣って作った作品の総柄〕を
心 十 手 十
第 二 別 集 類 個 鬼 別 の 詩 文 集 を 敗 め るo
第 三 絶 集 類 時 柁 別 ⑳ 地 域 別 ⑳ 文 健別 な ど一定 の編集 粛雛 多芸経 つ竃複数の鬼の詣蕊
を 集 め た 書 を 収 め る o
∵ ∴ 十 十 _∵ ∵ 詩 文 碁芸 関 す る 評 論 ◎随筆 を収め る○
第 五 詞 曲 類 詞 と 曲 藍 も適う 二 つ の新興 ジヤ3/}紅の雁 品､お よびをれ 轟三組ず る語 を般
め る ○
節 - ■楚 齢 紫 (属 は 無 も為O 欝 は 時代碁こよる区&)
正 文 ; 『楚 新 』
漠 …『楚 節 章 句 』










:･､.:'1.㌦;班 .一∴∴ ∴∴:;-･∴ :











明禰遊廓 渋照隼閣 〔-且竣25〕ま晋 爵芸盤 まれた魔物の詩文集 を聡 め
る○
明中葉之腐 盗聴年間か ら嘉靖五年 ま雷 〔旦壕26-旦526〕暴言盤 まれ たÅ
物の詩文集 を収める○
明季遭腐 粛清六年 〔及527〕陽終審這生 まれた風物の詩文集 を収め る○
済禰遭魔 噸治 ⑳頗照隼閣 露芸活躍 』た先物碍語濃集 を版め る○登 ま
れ爵豊明莱○
治療薬繭期遊廓 薙遮 ◎乾経年済爵芸活躍 』た風物 碍詩文集 を収め るo盤 ま
れほ酒禰 (噸治兎年番ま鳳毎週趨隼)○
酒中葉後期遭腐 嘉慶 ⑳遺発露芸活躍 』た風物職詣濃集を収めるo生 まれ は
酒中葉前期 (殖産元年爵濃且冒23年)○







































三 北宋之腐 *吉川専次郎 『宋詩概説』､祝尚書 『宋大別集赦録』(中華畜園､且999年)
『蘇文思公詩集』
蘇拭｡* 『蘇東被詩選』(岩波文庫)
･'こ ぶ .二､㌦ /:_,
『済南文集』
経済｡*中問詰Å選集二条8(岩波酋店)



















『奨謝 親 房 集 』
:I-li;::
骨-- 酒 中 葉 後 期 乏 腐
『産 愈 文 集 』
襲由珍｡ *中国語尤選集二集 且4(岩波書店)
骨 二 滴 孝 之 魔
『僚 文 正 公 詩 集 』
-∴.･十二･ミ
サ 三 遺 風 之 腐
『観 望 餐 林 』
酒の重困経｡









節賦断髄固寛之腐 齢威 ◎断髄 ◎固文の聴集を収める○
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. I.::-.:'工言 .･.;号ミ:∵ ∴:-,:I,.:t･.
患歯漠貌六朝 :『酋文苑』
□開名｡
;/-:,/掩..::.I_ 二:∴､:･:,.A.I-I:'1-.∴.~(,∴ ?:-I-∴ ′;′ ･._:'･_UT:二言･-.､･.･_'L -･{
./-I ~:十∴､こ:
唐の元結｡
-I;､‥L.:r二 .･∴こ /:.∴ 豆･-:∴･.:い･ /:∴ 一一 :∵ t､':∴ ･7'.'-{､二､､八
∴ I. ･ ∴ ､:--:_
酒の李詞元.
'. ･:∴ ∴~∴ _:二
























































:.I.': 一 ･I∴ ∴
酒 の 李 謂 元 ｡
福 建 ; 『閣 語 録 』
酒 の 鄭 悉 .
贋 褒 : 『嶺 繭 三 太 家 語 選 』
酒 の 重 聾 ｡
∴ ~･: . ∴ 三1.-LL:/ ∴ I.･･1..
滴 の 許 郷 欝 ｡
∴ ~ ∴i;::_:;:.:t･工 ∴ ∴
酒 の 葵 友 芝 ｡ 『郡 辱 知 魔 鱒 本 番 掃 』 の 著 者 ｡













六 詩 文 之腐
『五重新詠』
陳の徐陵｡*岩波文庫





清の張意 言 ｡ 『楚齢』の流れを汲む累の紀集｡
餅鷹番柁 : 『唐 餅慣文紗』

























第囲 詩 文 評 類 (廟は亙｡目は魔によって異なる)
各代之腐 ある時代の詩文を対象とした評論を収めるo
各地之腐 ある地域の詩文を封象とした評論を収める○
詩 話 文 話 之 腐 時代牽地域を限定しない評論を収める○




























江蘇 :『贋 陵諸事 』
清の翫元｡




江南 ;『蕗 章詩話 』
明の郭手車｡
『四庫全書緒指』:｢郷里の人の詩と郷里で作られた詩とを論じ､苗代から明に至る｣｡









南北朝 ;『文心願 龍 』
梁の劉凝｡*世界歯輿文学全集 (筑摩畜房)










兎 :『木 天禁語 』
:圭:./:.
『四庫全書鍵目』:｢その慣例は煩磯冗輝で､数え切れないほどである｣｡





























第 惑 詞 曲 寒 (廃紙 ｡欝は時翻 こよる区分を基本とする)
詞集之腐 個鬼別殿詞袋 を収 め る○別窺類 碁こ相 済 ず る ○
詞遠道腐 複数の鬼碍詞 を集 めた全集 ⑳選集 を 収 め る 〇 線 梁 瀬 各芸 欄 曹
ずるo
詞話遭魔 詞を芸関す る艶評 を般め るo 詣選評 額 爵芸 欄 爵 ず る と
詞譜詞諸道腐 詞職 者 饗 的 要 素 轟芸 関 す る 署 を 収 め る ○
南北曲遭魔 戯 曲 碍 撃 濁 僅 品 牽 個 鬼 別 殿 搾 品 集 を 収 め る ○ 腰覗梁 瀬 爵三 相 嘗
ず る ○
+ ∵-∴ ∵ 複 数 碍 風 碍 戯 曲 を 集 め た 餐 集 ◎選 集 を 収 め る 0 線 纂 寒 暑三 欄
済 ず る o
∴ ㍉､二 二 戯 曲 轟芸 開 ず る 艶 評 を 収 め る o 詩 文 評 類 碁三 相 嘗 す る o
曲 譜 曲 韻 之腐 戯 曲 の 斎 撃 的 要 素 各三 関 ず る 雷 を 収 め る ○































































酒 中葉前期 :『詞林 紀撃 』
張宗構｡















叢刻 ;『詞撃全 書 』
酒の査培擬｡






































碓 曲 ; 『樹枝鬼』
明の端夢龍o『蛙富歌』(曲選之腐碓曲)の編者｡*大木康『鵜夢龍一-乱射歌の研究』

































九 因縁叢刻之腐 (目は団録 や叢刻)
因縁 :『曲線 』
酒の重囲経｡* 『宋元戯曲考』(東洋文庫)
叢刻 ;『中細歯興戯 曲諭著集成 』
単囲戯曲研究院｡
第 荒 磯庵説 類 (魔は三｡目は車齢 説之腐看三あり)*魯迅 『中国廊説史略｡(東洋文摩)
短篇廓説 之腐 短篇廉説集 を収 め るo















風陛 ;『儒 林 外 史 』
清 の 呉 敬 梓 ｡ 議 刺 小 説 ｡
因 縁 叢 刻 之 腐
∴ こ二:;･,I.:署.詰 ∴ ∴ ;:':i二-∴ 三｣






第三 輯侠類 すで碁こ失われた書の復元を冒的とする叢 書を収めるo
第綱 郡絶類 地縁を基準に編集された叢書を収める○
第五 一敗所署書類 血縁を基準轟こ編集された叢書を収める○

















伍崇曜｡贋東の入｡尊 は贋 東｡郡邑類に 『富商遺書』0
六 民国之腐
『歯芽榛秘笈』
孫硫修 (響)｡孫硫修は 『中国凝板源流考』の著者｡*張元済 『滴芽樽塩練書録』
113
第二 景 防 寒 (腐 ｡目は無い)
『四部叢刊』
且922年初編､1926-29年東印 (21種の版本大帝)､且936年縮印｡








































第 義 一 娃 麟 箸 書 類 (腐 ｡目ともに無い)
『河南二程全書』
宋の程顛 ｡程願｡
第 六 一 風 麟 箸 書 類 (儀は八｡目は無い)
*叢書の出現は 且3陛紀に入ってからなので､廟は宋以後について立てられる.
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着氏 (遠の乾徳皇 后) 32
粛常 31
番嵩 57














































































































? ? ? ? ? ?
? ?? ?? ?? ? ?? ? ??? ? ? ?























? ?? ? ? ?
??

























































































































































































? ? ? ? ? ?
〓 〓 ? ?
? ? ? ? ? ?
?
? ?
? ? ? ?? ?
?









































? ? ? ?






































































































































































































































































































































































































































































?? ? ? ? ?
??
? ?
?
?
??
?
? ?
?㌍? ??
?? ?
?
?
???? ?
?
??
Filにコ
????
12,30,40,62
106
10,11,79,93
3,5,ll,17
38
4
32
劉師培 7,8,12
劉若愚 57
劉陶 47
劉劫 (栄) 40
劉呂 103
劉郡 (劉勘､魂) 89,92
劉承幹 27
劉入照 63
劉崇傑 57
劉世桁 103,114
劉馨木 91,106
劉錫信 43
劉績 9
劉宗周 15
劉大彬 51
劉知幾 69
劉兆 且3
劉珍 3¢
劉廷槙 78
劉延婆 32
劉認 90
劉複 23
劉菜鈎 39
劉芳 5,8
劉逢禄 12,且6
劉賛柄 15
劉薄 36
龍大淵 67
呂蕊 (呂洞賓) 96
呂元善 37
呂坤 58
呂爵 86
呂静 23
呂祖謙 日
昌大鈎 73
呂寒中 73,94
梁玉縄 26
梁克家 45
梁予滴 64
梁車鍵 21,88
梁廷碍 35
凌通知 68
摩元度 103
摩文英 23
摩平 12,13,18
遼海苔社 114
ⅩⅠⅤ
?
?
??
?
?
?
?
?
?
?
??
??
??? ?
????? ?
?
れ
腐顎 28,86,10日05
牽庶昌 52,53
牽靖徳 71
紫朗 48
感激 90
鄭道元 49
練恕 35
ろ
魯迅 85,92,Hl
慮見曾 103
慮靖 114
慮文沼 72
慮淋 31
老子 90
郎杢金 21
郎廷極 107
宴機 26,67
努斡 68
努孝輿 105
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